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二
〇
一
七
年
五
月
二
三
日
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
中
部
に
位
置
す
る
南

ラ
ナ
オ
州
の
州
都
マ
ラ
ウ
ィ
市
で
、
イ
ス
ラ
ム
国
（
Ｉ
Ｓ
）
に
忠
誠

を
誓
う
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
武
装
集
団
が
政
府
施
設
や
学
校
を
襲
撃

し
て
占
拠
し
、
Ｉ
Ｓ
の
黒
旗
を
立
て
る
と
と
も
に
、
教
会
を
襲
撃
し

て
聖
職
者
や
信
者
を
人
質
と
し
て
拉
致
し
た
。
政
府
軍
・
警
察
が
彼

ら
を
攻
撃
し
、
両
者
の
間
で
激
し
い
戦
闘
が
起
き
た
。
ロ
シ
ア
訪
問

中
の
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は
同
日
夜
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
全
域
を
対
象

と
し
て
戒
厳
令
を
布
告
し
、
人
身
保
護
令
を
停
止
し
た
。
開
戦
か
ら

五
二
日
を
経
た
七
月
一
三
日
現
在
も
、
過
激
派
武
装
勢
力
は
マ
ラ

ウ
ィ
市
の
一
部
を
占
拠
し
続
け
、政
府
軍
と
の
戦
闘
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
間
に
政
府
軍
兵
士
・
警
察
官
計
九
二
名
、
過
激
派
勢
力
三
九
二

名
に
加
え
、
少
な
く
と
も
民
間
人
四
五
名
が
死
亡
し
た
。
過
激
派
勢

力
側
の
死
亡
者
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
人
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
な
ど
外
国
人
が
含
ま
れ
て
い
た
。

市
中
心
部
の
建
物
の
多
く
が
戦
闘
に
よ
り
破
壊
さ
れ
、
マ
ラ
ウ
ィ
市

住
民
約
二
〇
万
人
の
大
多
数
が
同
市
か
ら
脱
出
し
て
避
難
生
活
を

送
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
事
件
を
め
ぐ
っ
て
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ

島
の
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
の
動
向
や
社
会
状
況
を
説
明
し
、
今
後
を

展
望
す
る
。
そ
の
前
に
、
ま
ず
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
ム
ス
リ
ム

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
に
集
中
す
る
ム
ス
リ
ム

　

キ
リ
ス
ト
教
徒
が
人
口
の
多
数
派
を
占
め
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、

ム
ス
リ
ム
の
人
口
比
は
約
五
％
で
圧
倒
的
な
少
数
派
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
ム
ス
リ
ム
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
中
部
か
ら
西
部
、
ス
ー
ル
ー
諸
島

に
集
中
し
て
お
り
、
通
常
、
言
語
を
基
準
と
し
て
マ
ラ
ナ
オ
、
マ
ギ

ン
ダ
ナ
オ
、
タ
ウ
ス
グ
を
は
じ
め
と
す
る
一
三
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団

に
分
類
さ
れ
る
。
南
ラ
ナ
オ
州
で
は
、
人
口
の
約
九
三
%
が
ム
ス

リ
ム
で
、
そ
の
大
半
が
マ
ラ
ナ
オ
で
あ
る
。

　
ス
ペ
イ
ン
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
植
民
地
期
に
形
成
さ
れ
、
日
本
占

領
期
を
経
て
独
立
後
に
引
き
継
が
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
治・経
済・

社
会
構
造
の
中
で
、
ム
ス
リ
ム
は
差
別
や
偏
見
の
対
象
と
さ
れ
、
周

辺
化
さ
れ
て
き
た
。
ル
ソ
ン
島
、
ビ
サ
ヤ
諸
島
住
民
の
入
植
や
開
発

事
業
に
よ
る
土
地
喪
失
や
環
境
破
壊
な
ど
の
問
題
も
発
生
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
対
す
る
不
満
を
糾
合
し
、
一
九
六
〇
年
代
末
、
急
進
的

な
ム
ス
リ
ム
青
年
知
識
人
が
「
モ
ロ
民
族
（
バ
ン
サ
モ
ロ
）」
と
名

乗
り
、
ヌ
ル
・
ミ
ス
ア
リ
を
中
央
委
員
長
と
し
て
モ
ロ
民
族
解
放
戦

線
（
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
）
を
結
成
し
た
。
七
二
年
の
マ
ル
コ
ス
大
統
領
に
よ

る
戒
厳
令
布
告
後
、Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
は
南
部
各
地
で
武
装
闘
争
を
展
開
し
、

政
府
軍
と
の
間
で
激
し
い
戦
闘
が
続
い
た
。マ
ル
コ
ス
政
権
崩
壊
後
、

新
憲
法
の
規
定
に
基
づ
き
、ム
ス
リ
ム・ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
地
域
（
Ａ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
）
が
発
足
し
、
九
六
年
、
政
府
と
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
の
間
で
和
平
協

定
が
締
結
さ
れ
た
。

　

一
方
、
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
指
導
者
の
一
人
、
サ
ラ
マ
ト
・
ハ
シ
ム
は
、

七
七
年
に
ミ
ス
ア
リ
と
袂
を
分
か
っ
て
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
解
放
戦

線
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
を
結
成
し
て
武
装
闘
争
を
展
開
し
た
。
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ

と
政
府
は
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
を
仲
介
者
と
し
、
日
本
を
含
む
国
際
的

枠
組
み
の
下
で
和
平
交
渉
を
行
い
、
二
〇
一
四
年
、
バ
ン
サ
モ
ロ
の

自
己
決
定
の
権
利
を
尊
重
し
、
よ
り
高
度
の
自
治
体
を
設
立
す
る
こ

と
を
骨
子
と
す
る
包
括
的
枠
組
み
合
意
を
締
結
し
た
。
し
か
し
、
Ｍ

Ｉ
Ｌ
Ｆ
と
の
戦
闘
に
よ
り
四
四
人
の
国
家
警
察
特
殊
部
隊
員
が
死
亡

す
る
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
自
治
の
詳
細
を
定
め
る
「
バ
ン
サ

モ
ロ
基
本
法
」
へ
の
反
対
世
論
が
高
ま
り
、
同
法
案
は
議
会
で
不
成

立
に
終
わ
っ
た
。

分
派
を
繰
り
返
す
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
二
大
イ
ス
ラ
ー
ム
武
装
勢
力
で
あ
る
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
と

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
が
政
府
と
の
和
平
交
渉
に
よ
り
自
治
獲
得
を
目
指
す
よ
う

に
な
る
と
、そ
れ
を
不
満
と
す
る
急
進
主
義
者
や
、海
外
の
イ
ス
ラ
ー

ム
過
激
思
想
の
影
響
を
受
け
た
若
手
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
分
派
や
新
勢

力
が
相
次
い
で
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば

に
元
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
の
イ
ス
ラ
ー
ム
学
校
教
師
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル

上
智
大
学
教
授

川
島 

緑

か
わ
し
ま
　
み
ど
り
　
東
京
都
立
大
学
卒
業
後
、

国
連
開
発
計
画
マ
ニ
ラ
事
務
所
勤
務
な
ど
を
経
て
、

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
国
際
関
係
論

専
攻
修
士
課
程
修
了
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
の

政
治
・
社
会
・
宗
教
運
動
と
思
想
な
ど
を
専
門
と

す
る
。
著
書
に
『
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
国
民
国
家 

フ
ィ

リ
ピ
ン
の
ム
ス
リ
ム
』、共
著
に『
南
部
ア
ジ
ア
』な
ど
。

イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
と
政
府
軍
が
激
し
く
戦
闘
し
、

混
乱
が
続
く
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
。

背
景
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
の
分
派
活
動
と

長
年
の
紛
争
に
よ
る
社
会
状
況
の
悪
化
が
あ
る
。

ド
ゥ
テ
ル
テ
政
権
は
統
治
を
確
立
で
き
る
か
。

ミ
ン
ダ
ナ
オ
戒
厳
令
と
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派

̶
̶

マ
ラ
ウ
ィ
市
襲
撃
事
件
の
構
図
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ラ
ジ
ャ
ク
・
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ラ
ー
ニ
が
創
設
し
た
ア
ブ
・
サ
ヤ
フ
で
あ

る
。
ア
ブ
・
サ
ヤ
フ
は
九
〇
年
代
以
来
、
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
半
島
と
ホ

ロ
島
、バ
シ
ラ
ン
島
で
誘
拐
や
爆
破
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
が
、ジ
ャ

ン
ジ
ャ
ラ
ー
ニ
死
後
は
、
い
く
つ
か
の
派
閥
に
分
裂
し
た
。

　
マ
ラ
ウ
ィ
市
の
戦
闘
は
、
Ｉ
Ｓ
に
忠
誠
を
誓
い
、
バ
シ
ラ
ン
島
を

根
拠
地
と
す
る
ア
ブ
・
サ
ヤ
フ
一
派
の
指
導
者
、
イ
ス
ニ
ロ
ン
・
ハ

ピ
ロ
ン
が
マ
ラ
ウ
ィ
市
で
目
撃
さ
れ
た
こ
と
が
引
き
金
と
な
っ
た
。

ハ
ピ
ロ
ン
の
逮
捕
に
向
か
っ
た
軍
・
警
察
に
、
ア
ブ
・
サ
ヤ
フ
と
後

述
す
る
マ
ウ
テ
・
グ
ル
ー
プ
が
猛
反
撃
し
た
の
で
あ
る
。
実
は
、
ア

ブ
・
サ
ヤ
フ
と
マ
ウ
テ
・
グ
ル
ー
プ
の
連
合
軍
は
、
か
ね
て
か
ら
マ

ラ
ウ
ィ
市
襲
撃
を
計
画
し
て
い
た
が
、
警
察
が
ハ
ピ
ロ
ン
を
逮
捕
し

よ
う
と
し
た
た
め
、
当
初
の
予
定
を
早
め
て
襲
撃
計
画
を
実
行
し
た

の
で
あ
る
。

　
マ
ウ
テ
・
グ
ル
ー
プ
と
は
、
二
〇
一
二
年
頃
、
中
東
滞
在
経
験
の

あ
る
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
マ
ウ
テ
と
オ
マ
ー
ル
・
カ
ヤ
ム
・
マ
ウ
テ

の
兄
弟
が
南
ラ
ナ
オ
州
南
部
の
ブ
テ
ィ
グ
町
を
根
拠
地
と
し
て
組
織

し
た
武
装
集
団
で
、
同
兄
弟
は
一
五
年
頃
、
Ｉ
Ｓ
に
忠
誠
を
誓
っ
た

と
さ
れ
る
。同
兄
弟
は
こ
の
組
織
を
Ｉ
Ｓ
ラ
ナ
オ
と
呼
ん
で
い
る
が
、

一
般
に
は
マ
ウ
テ
・
グ
ル
ー
プ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
両
親
も
組

織
の
幹
部
で
、
有
力
家
族
ロ
マ
ト
家
出
身
の
母
親
は
、
地
方
政
治
家

や
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
幹
部
と
も
親
族
関
係
に
あ
る
。
マ
ウ
テ
・
グ
ル
ー
プ
は

一
六
年
、
製
材
所
作
業
員
の
拉
致
・
殺
害
や
、
ダ
バ
オ
市
の
市
場
爆

破
事
件
を
引
き
起
こ
し
、
一
一
月
に
は
、
約
三
〇
〇
人
の
勢
力
で
、

ブ
テ
ィ
グ
町
中
心
部
を
占
拠
し
て
Ｉ
Ｓ
の
黒
旗
を
掲
げ
た
が
、
政
府

軍
と
の
戦
闘
に
よ
り
制
圧
さ
れ
、
後
背
地
に
撤
退
し
た
。

　
ア
ブ
・
サ
ヤ
フ
や
マ
ウ
テ
・
グ
ル
ー
プ
の
指
導
者
は
、
現
在
の
国

際
社
会
の
秩
序
原
理
を
否
定
す
る
Ｉ
Ｓ
の
理
念
を
支
持
し
て
い
る
。

こ
れ
は
現
行
の
国
際
秩
序
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
、
民
族
自
決
権
を

拠
り
所
と
し
て
独
立
や
自
治
を
要
求
す
る
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
や
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
と

は
異
な
る
。
ま
た
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
創
設
者
の
サ
ラ
マ
ト
は
、
政
府
を

支
持
す
る
ム
ス
リ
ム
指
導
者
や
ウ
ラ
マ
ー
を
糾
弾
し
な
か
っ
た
が
、

ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ラ
ー
ニ
は
既
存
の
ウ
ラ
マ
ー
を
非
イ
ス
ラ
ー
ム
的
と
批

判
し
、
マ
ウ
テ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
政
府
の
反
テ
ロ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
協
力
す
る
ウ
ラ
マ
ー
を
攻
撃
対
象
と
す
る
と
警
告
し
、
ム
ス
リ
ム

内
部
の
敵
を
糾
弾
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
、
彼
ら
が
グ
ロ
ー
バ

ル
な
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
思
想
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

社
会
状
況
の
悪
化
が
過
激
派
台
頭
に
つ
な
が
る

　
た
だ
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
要
因
の
み
な
ら
ず
、
ロ
ー
カ
ル
な
要
因

も
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
の
展
開
に
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
近
隣
マ
レ
ー
語
圏
と

の
交
流
に
よ
り
伝
わ
り
、
植
民
地
支
配
の
過
程
で
根
付
い
た
、
異
教

徒
の
侵
略
か
ら
ム
ス
リ
ム
の
土
地
を
守
る
た
め
の
防
衛
ジ
ハ
ー
ド
の

伝
統
、
有
力
家
族
間
の
世
代
を
超
え
た
抗
争
、
マ
ラ
ナ
オ
社
会
に
緊

密
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
親
族
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
、
次

の
よ
う
な
社
会
状
況
で
あ
る
。

　
マ
ラ
ウ
ィ
市
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ム
ス
リ
ム
地
域
に
お
け
る
教
育
の

中
心
地
で
あ
り
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
国
立
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
世
俗
的

高
等
教
育
機
関
や
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
機
関
が
集
中
し
て
い
る
。
し
か

し
、
長
年
の
紛
争
に
よ
り
経
済
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
た
め
、
中
退

者
が
多
く
、
卒
業
し
て
も
失
業
中
の
人
が
少
な
く
な
い
。

　
さ
ら
に
、銃
や
麻
薬
の
密
売
な
ど
の
非
合
法
ビ
ジ
ネ
ス
が
横
行
し
、

腐
敗
が
蔓
延
し
て
い
る
。
政
府
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
か
ず
、
本
来

は
無
償
で
貰
え
る
は
ず
の
教
科
書
を
持
た
な
い
児
童
が
多
い
。
警
察

や
司
法
が
十
分
機
能
せ
ず
、政
府
に
対
す
る
不
信
感
が
根
強
い
た
め
、

有
力
者
は
武
装
し
た
警
備
員
を
雇
っ
て
自
衛
す
る
。
一
方
、
貧
し
い

人
々
は
、
有
力
者
の
親
戚
や
地
元
の
ボ
ス
に
頼
っ
て
自
分
た
ち
を
守

ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
地
元
の
政
治
家
や
Ｍ
I
Ｌ
Ｆ
司
令
官
の
場

合
も
あ
れ
ば
、
誘
拐
や
麻
薬
取
引
の
元
締
の
場
合
も
あ
り
、
Ｉ
Ｓ
に

忠
誠
を
誓
う
武
装
組
織
の
関
係
者
の
場
合
も
あ
り
う
る
。
こ
の
よ
う

に
、
政
府
の
サ
ー
ビ
ス
が
浸
透
せ
ず
、
統
治
が
弱
い
こ
と
が
、
イ
ス

ラ
ー
ム
過
激
派
勢
力
が
根
づ
く
最
大
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
直
面
す
る
若
者
の
な
か
に
は
、
現
状

に
強
い
不
満
を
持
ち
、
祖
父
母
の
世
代
が
率
い
て
き
た
モ
ロ
民
族
解

放
運
動
に
希
望
を
持
て
な
い
者
が
い
る
。
こ
の
よ
う
な
若
者
の
中
に

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
の
主
張
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る

人
も
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
マ
ウ
テ
・
グ
ル
ー
プ
を
軍
事
的

に
制
圧
し
て
治
安
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
当
面
の
優
先
課
題
で
は
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
が
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、
新
た
な
グ

ロ
ー
バ
ル
な
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
が
台
頭
す
る
可
能
性
が
高
い
。
紛

争
地
域
で
暮
ら
し
て
き
た
人
々
に
、
政
府
の
サ
ー
ビ
ス
や
安
全
が
等

し
く
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
武
装
勢
力
の
ほ
か
に
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
共
産
党
の
軍
事
部
門
、
新
人
民
軍
も
活
動
し
て
い
る
。
ド
ゥ

テ
ル
テ
大
統
領
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
産
党
を
代
表
す
る
民
族
民
主
戦

線
や
、
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
ミ
ス
ア
リ
派
と
も
和
平
交
渉
を
進
め
よ
う
と
し
て

お
り
、
そ
の
方
針
は
適
切
で
あ
る
。
一
部
の
政
治
家
か
ら
は
、
ミ
ン

ダ
ナ
オ
戒
厳
令
を
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
の
任
期
満
了
の
五
年
後
ま
で

延
長
す
べ
き
と
の
声
も
聞
か
れ
る
が
、そ
の
よ
う
な
誘
惑
に
屈
せ
ず
、

民
主
的
に
選
ば
れ
、
国
民
に
強
く
支
持
さ
れ
る
大
統
領
と
し
て
の
強

み
を
生
か
し
、
忍
耐
強
く
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
に
つ
い
て
の
国
民
的
合

意
を
取
り
付
け
、
多
方
面
に
目
配
り
し
つ
つ
、
着
実
に
和
平
へ
の
道

を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
●


